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次号予告　　61 巻　1号 ヘッドライン：サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（SPP）の活動について

　精舎の鐘の声 諸行無常の響きあり／沙羅双樹の花の色 盛者必衰の理をあらわす／おごれる人も久しからず ただ春の世の
夢のごとし／たけき者も遂には滅びぬ 偏に風の前の塵に同じ……
　宇宙が誕生した後，大自然の法則に従って森羅万象が滅びに向ってまっしぐらにひた走る中で，生命体のみはエントロ
ピーを減少させ複雑な仕組みを作り上げてきた。化学の力で優れた材料を生み出したのみならず，高機能デバイスが目まぐ
るしい勢いで開発され，我々は豊かな社会生活を享受している。しかし，これらの最先端技術の結晶であるさまざまな材料
も劣化という宿命からは逃れることができない。それどころか我々自身も気が付けば老化という宿命から逃れられない業の
中に存在している。
　我々の身近な材料―無機材料，有機材料，電気化学材料，金属材料―を例にとって，どのように優れた材料も避けること
のできない劣化という現象を探り，化学の目でみた劣化を学び，劣化を克服する新しい科学技術あるいは劣化を活用した新
しい機能開拓，さらにはその応用として文化財の劣化と修復について解説していただく。


